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× 初 夏ダ 

川面には、初夏の太陽がキラキラ光り、若葉をわ 

たる風がすがすがしい。素足の快い季節。 

5月20日には、第23回町民体育祭が3千人の参加 

で盛大に行われました。 

今年は、2?の地区公民館が参加、猿畑地区公民館 

が2連勝を飾り、2位は大浦地区公民館、3位は初 

出場のニ区地区公民館、また4位に三区地区公民館 

59年 
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と上野パワーが爆発。仮装行列も22地区が参加し、 

それぞれ苦心の作品で大会に花を添えました。 

「さみだれ」は漢字で「五月雨」と書きますが、この 

五月は旧暦。 

今年は5月31日から6月28日までになります。暦 

の上の「入梅」は6 月11日で「さみだれ」といえば梅雨 

期の長雨を指すわけです。 

6 月は『土砂災害防止月間』、あなたの住んでいる 

ところは安全ですか、梅雨は間近、今一度、雨に対 

する点検をされてみてはいかがですか。 

6月は昌轟震轟1 為募の納税月です。 
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⑧無縁塚（上） 

市場小学校前の一帯には、中 

世のころの古墓や明治維新の墓 

が多くありましたが、これらは 

学校拡張とともに取り除かれ、 

今ではまったくそれらしい跡か 

たもなくなっています。 

これらの多くの墓を取り除い 

たことについては、いろいろな 

うわさが伝えられていますが、 

市場小学校の校長が数代続いて 

亡くなったので大正13年、有志 

の人たちで無縁塚を建て、これ 

を供養したといわれています。 

市場小学校体育館前にあります。 

⑩馬頭観音（上） 

炭鉱の事故などで死んだ馬の 

供養のために建てられました。 

駅前通り稲荷神社横、駅前ss 

カメラ店裏にあります。 

また、市場馬馬野の馬頭観音 

は慶応3年の建立とあります。 

⑩餓死者の碑（右） 

享年年間の大飢謹は、全国的に 

有名ですが、とくに17, 18両年は 

はげしいものでした。 伝えられる 

ところによりますと、食べるもの 

もなく、草木を食べては、わずか 

に餓えを忍んだとのことで当時の 

戸数75のうち190数名の餓死者を 

出したといわれ、惨劇を忍んでもあまりあります。 

餓死者の追善供養のため建てられました。赤池貴船神社横にあります。 

⑤孝子善作の墓（右） 

孝子善作は子孫がはっき 

りしませんが、大変な親孝 

行もので、寛政7年、小笠 

原6 代藩主忠苗から、「この 

者常に真実にして数年来奉 

公の給米をもって母に孝行 

いたせし者」 として表賞さ 

れました。 

新しくなった鋤木田の五 

区公民館から入って登りつ 

めた鋤木田墓地の一角にあ 

ります。 天保12年安永民助 

建立とあります。昔は、毎 

年小学生が先生に引率され 

てお参りしていました。 

私たちの身近なところにも、いろいろな歴史を秘めた古蹟や遺蹟がたく さんあ 

~ 
I 
I 
~ ります。 

町内石碑 

め ぐ り 

今回は、 その中から町内・の代表的な石碑を数点ご紹介します。 

説明文については、赤池町史や昭和57年度婦人学級のみなさんが作成した資米斗 

から弓~用させていただきました。 

若葉・青葉の季節。 あなたも、 ご自身の足でこれらの史蹟を訪ねてみてはいか 

がでトすか。 
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①池田柴酔翁の句碑（上） 

福智中宮の参宮道（白糸の 

滝への道路より入る）の途中 

にあり 「月の燈登る案内の影 

法師」 の句が刻まれています。 

翁は赤池に生まれ、市場校 

出身。 福間駅長を最後に退職 

後は、昭和32年より病気で入 

院するまで15年間、郷土赤池 

の後輩に俳句の指導をしまし 

た。 碑は門下生によって昭和 

50年に建てられました。 
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④修道碑（右） 

時代の道路は大名の参勤交代や旅人の 

て発達しましたが、赤池町には、そう 

街道すじには当るものはありませんで 

輸送はむしろ水運によっていました。 

として、弁城・原田・鋤木田・上境への道 

ましたが当地は南と北の深くえぐられ 

越す曲りくねった坂道の難所でした。 

坂・大久保坂などの名称があります。 

明治19年、香月釜治、山脇逸郎ほか多 
立とあります。 
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⑦六児像様（左） 

草場にあります。前に小川があり子どもた 

ちが、その小川で六児像を洗って遊んでいた 

ので、通りかかった大人が注意すると、その 

人が腹痛を起こしたという伝説があります。 
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瓢 ②河村光陽歌碑（左） 

河村光陽（直則）は、明治30年上野里で生まれました。 幼少の頃から、となりの福智下宮神社の 

祭のおかぐらの笛太鼓を聞き、また尺八を奏したりしていました。師範学校卒業後、ロシア国民学派 

に傾向していた彼は、モスクワ出国を志しましたが、母の説得で東京での教職につきました。 教鞭 

をとるかたわら、日に5 -6 時間もピアノに向い藤井清水に師事して作曲の勉強に打ち込 

み、『日本の子どもにふさわしいよい歌を』 の信念で作曲した作品がNHK 「子どもの時間」 

に取り上げられ、彼の曲が世に出るようになりました。 
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昭和8 年の著書 「日本旋律による童謡作曲の仕方」 は当時斯界の話題となりました。 

昭和11年、教職を去り児童音楽への社会活動に専念し、作編曲のほか、合唱団やバイオ 

リン指導などに力を尽くし、昭和21年50歳の生涯を閉じました。 

昭和41年、彼の20周忌に当り天郷青年の家に全国の有志の手で碑が立てられました。 

彼の代表作ザかもめの水兵さん」「うれしいひなまつり」「赤い帽子白い帽子」「なかよしこ 
圭 
i毒みち了グッ ドバイ了船頭さん了とんがり帽子」 など多数があります。 

⑨忠魂碑（上） 

大正15年12月に建てられました。 初めは発電所（今はない） 

の北方の台地麓にありましたが、後に猿田に移動されました。 

日清戦争からの戦没者を名記しています。 当地出身の明治以 

降の全戦没者は400数柱にのぽり、郷土の礎石として永久に忘 

れてはならないものでしょう。 
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人間関係のトラブルはまず相談一 6月1日は人権擁護委員の日 


